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｢国家主権｣･という思想

国家主権は'古くて新しい改選であるU.1万には､
国家轟を潜盈する思想があり､他方には国家主権を制限して間際塞4産の利益を追求する思想があるoこの二つの恩怨は絶えま翠を樺り返してきた｡しかし､玲聡終結とともに国家轟の限界が轡菅､国家

義を克服しっつ国際か基の調和を目指すことが人轍藷の利益として再認犯され始めている｡世界的な縫

.&不況､地球現鱒の磁化r途上牌の紛争や缶といっ
た地球的敵髄を怨起する_とき､鼠家串福を超えた鼠際社会の視座には説得力がある｡

そこで本欝姻竃するのがr国際文筆義｣であるo

劫署はアメリカ'イギリスにおける芸椅概念の脚蓮を路等見ながら､国家主権を制限する東際立撃惑｣の成り立ちを翰じている｡近代初期の古典的立野義時代(ュ轡)､1 9世紀の国民国家僻代(2聾､国際連盟(3%)r戦闘刑(4%)､米ソ冷搬(to登､ュ970年代以降の国際社会秩序の形成(6聾､ポスト冷枇期の軍は(7車)と時間軸に沿って国軍ii椎の変容を欝レているのである｡すなわち､従来通り鼠家轟を維持するか､それとも主権を制限して世界的な問題解決に向かうのかと問い､後者の麓嬰性を強調している｡1 6世紀から2 1世紀にかけての主権思想の
憲をわずか300ページ余りで琵しているため物

足りなさは否めないが'国家完柚と鼠際立懲童撃こい

去争ん

う二つの潮流の角逐を僻隠する上では有益であ脊
椎かに尉際立街義は人類の輝かしい成果なのかむ

しれない｡しかし'それを許さないような現爽屯また存在している｡態幽大統領の電蝉的な竹飽紡閤'寄港の樽瓢家たちの小爾上陸は記憶に新しい｡私たちは依然として国家嘉穂という枠絡みで思考しているn際家主権と国際立褒章寧こは二者択1の問いではなく'むしろ問題領域ごとに柔軟な対処が必箪なのかもしれない｡それ故に､圏際立懇望端に対しては評価が分かれるであろうじかし､米審の宝する翰争的な練成喝国家の懲味を再考する上で表の価値があるo
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